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研究成果の概要（和文）： 金融システムは今日に至ってもさらに不安定性を増すばかりであるが、本研究ではそれが
成立し始めた17世紀のイングランドに焦点をあて、そこで人々がどのようにその不安定性を克服しようとしていったか
を、当時の多数の銀行設立案の詳細をたどり、そこにおける中心的論点、争点をさぐることによって明らかにした。本
研究期間においてはとくに、当時のイングランドの企画者たちが、オランダの経済から多く学ぼうとし、とくに公的な
不動産登記の確立や低利子によって金融制度の安定化をもたらそうとしていたことを描き出した。

研究成果の概要（英文）：Credit system is nowadays still increasing its unstablity.  This research focuses 
on seventeenth century England where that system started and revealed how people in that period tried to o
vercome the uncertainty of the system, by tracing a number ofbank-proposals and analysing the central issu
es in the discussions.  In this reserch project I showed that the English projectors at that time tried to
 learn from Holland many things, particularly the establishment of public registry and low interest rates,
 both of which were expected to stabilise credit system.    
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１．研究開始当初の背景 

 平成 19年から 21年までにうけていた科学

研究費基盤研究Ｃ「初期近代グレート・ブリ

テンにおける「制度化された信用」の形成と

諸問題」の研究のなかで出てきた新たなテー

マをさらに深めるために本研究を開始した。 

２．研究の目的 

  金融システムはそれが始動したときから

今日にいたるまでその原動力としての役割

を担いつづけてきた一方で、常にその根底に

不安定要因を抱え、それが絶えず破滅的な現

実をもたらしつづけてきた。しかしこの問題

の本質は実は資本主義が確立する前からな

にも変わっておらず、そして今なお同じ問題

をかかえつづけているのではないだろうか。

17世紀の慈善銀行、抵当銀行、土地銀行など

多くの銀行設立案をめぐる論争において議

論された問題は、その後の銀行制度、証券市

場の誕生・発展においてもその本質にある脆

弱性という点をすでに露呈していた。本研究

においては、そうした問題が当時どのように

論じられていたかを明らかにしていく。 

３．研究の方法 

 おもに英国の大英図書館、各大学図書館、

公立資料館などを中心に、17世紀の刊行物や

手稿類を収集・調査し、おもに英文論文とし

てまとめ、ヨーロッパ経済思想史学会やオー

ストラリア経済思想史学会など英語での学

会報告を行い、その後さらに論文の完成度を

たかめ、英文学術雑誌の掲載を目標として投

稿する。 

４．研究成果 

初期近代イギリスにおいて銀行など制度化

された信用の形成についての当時の議論を、

当時大量に刊行されたパンフレット類や、手

紙やメモなどの手稿類の資料にもとづいて

調べた。土地登記制度や利子率と信用制度の

関連についての論争をまとめる作業を行い、

「5 主な発表論文」にあるような研究発表、

論文作成をおこなった。そこで主張された内

容は、以下のようにまとめることができる。 

まず、第一に、17 世紀のイングランドにお

いて、それまであまり人々にはなじみのなか

った銀行制度に対する疑念から生ずるシス

テムの不安定性は、貸付の担保をより確実に

することによって解消すべきだということ

が多くの論者によって主張され、そのために

公的な不動産登記制度を確立すべきことが

提案された。これをまとめたのが、本研究期

間後に Financial History Review に掲載さ

れ た 論 文 ‘Registration and credit in 

seventeenth-century England’である。また、

17 世紀のとくに後半でしばしば議論された、

法廷利子率の引き下げをめぐる論争では、こ

れまでの研究で言われていたように自然利

子率の認識が中心的な問題ではなく、むしろ

オランダにならった経済モデルをうまくい

かせるためには、法廷利子率を引き下げるよ

うな政策を採るべきか、それともそもそも登

記制度を確立して金融システムそのものを

安定化させるべきかにあったことをあきら

かにした。また、本研究期間においては、こ

のことに加えて、やがてオランダ・モデルが、

利子をめぐる議論から消えていくことも明

らかにした。このことについて論じたのが

‘Interest Controversy, the second round’で

ある。 

第二に、こうした 17 世紀を通じてなされ

た金融制度の安定化にむけた議論を踏まえ

て、世紀末の名誉革命後に生じた土地銀行を

めぐる論争についても検討した。1694 年のイ

ングランド銀行設立と重なる時期に国立土

地銀行を初め、いくつかの土地銀行設立企画

がだされ、いずれも失敗したものの企画はあ

る程度実行された。こうした諸企画の数多く

の設立案などの論考において、そもそも銀行

制度において何が求められるべきかが論じ

られた。そこでは、これまでの論争に引き続

き、なによりも制度の安定性、信頼度が重要

な要素であり、それが確保されてこそ銀行は



経済の繁栄に貢献できると考えられていた。

こうしたことを明らかにした成果が、

‘Continuity and discontinuity – the early 

stage of the land-bank controversy’、‘What 

was the issue in the land-bank 

controversy?’、‘Quest for a ‘good’ fund – a 

prelude to the land-bank controversy’であ

った。  

第三に、こうした 17 世紀の論争における

議論を前提として成り立っている 18 世紀ス

コットランドのジェームス・ステゥアートの

信用論についても検討をおこない研究発表

を行った。その成果が、「17・18世紀イギリ

スにおける公信用をめぐる議論とリシュリ

ュー卿」と ‘Sir James Steuart on public 

credit’である。 
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